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国鉄の全国トールダイヤル化の･甥蔓として,函館一札幌間マイクロ装置と同時に,札幌鉄道管理局に納入し

たl-1壬l鉄総括局用RX-8形クロスバ~市外交摸装抑こついて,回線計画,中継力式,動作概要,および構成装置を

説明し,さらに廿､用具作所がり｢叶はし牒)て黒川化Lた2糾4線混合交換力式,そのほか新Lし､回路技術につき

記述している｡

1.緒

国鉄では幹線中継線のS.H.F化および中継変換機の

入により全国トールダイヤル化を ミめてし ､るが,今回

国鉄札幌鉄道管理局に納入されたRX-8形クロスバ交換

装置は,国鉄の北海道地域の全 請交換網の中枢をなす

もので,北海道地域内の中継交挨はもちろん,北海

ら本州,矧司,九州地域へのlてt動,手動発

か

およびこ

れら地域からの日動,手動着信の中継交換を行うもので

ある｡本交換機と地紋括局の運用開鰍こより,北ほ旭川

の加入者が南は鹿児島の加入者をダイヤルにより即 に

呼び｢11すことが可能になったわけである｡設計にあたっ

ては,昭和34年度に行われた国鉄長折離通話日動中継方

式委n会の決定がすべて取i)入れられている｢,

本交換機ほ,2線式および4練式の中継緑交換のみを

行う市外専用交換機であり,トランク,レビータ相互の

接続はすべてトランクリンクフレームのクロスバスイッ

チにより行われ,これを制御するマーカ,選択番刃･の受信および送

=を行うレジスタセソダ,番号を接続怖掛こほん訳するトランスレ

ータと,これら相互の接続のためのコネクタ ,リソク類とからな
り,さらに保守に便利なように障害記録装置,試験装置類を搭載し

た付帯装置,集巾試験装置などが併置されている｡

本交換機の最大の特長は,2線4線混合力式と称し,特に新しく

設計されたクロスバスイッチをトランクリンクフレームに仙川し

て,同一トランクリンクフレームの‖側入側ともに,2縦式トラン

ク,2線式レビータおよび4線式レビータをまったく=1如こ収容す

ることができ,2緑-2線,2紘一･-4線,4純一2線,4紡卜4観相互

の接続を,同一のマーカの･--･回の制御動作により行いうるため,き

わめて融通性に富み,接続動作が簡明でかつ全体として経済化され

ている瓜iこある｡このことは特に2線交換が大部分で,小規模に4

線交換を行いたい場合に,きわめて有利となるので,本交換機は総

括局用としてだけでなく,l職矢の統制局用とLてもそのままイj`利に

似用しうるように設計されている｡

2.番号計画および中継方式

2.】番 号 計 画

鉄の番ぺ･計画のJ射11jは

*
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∠路号は下記を巌味する.

β/W両方向中継繰

♂/骨出中継l東

ノノr入 〟
札偵より見て

♂』帯域外周波ダイヤル

パルス方式

凡かl｣ングダウン方式
ビガ ビス斉il:

第1岡 札 幌地域 中継 交換系統 図

ABCXXX

A:総括局番号

B:統制局番号

C:端局番芳

ⅩⅩⅩ:加入者番号

であー■),札幌における加入者ダイヤルとレジスタセソダの送受信パ

ルスは第l表にホすとおりである｡

局間の 受選択侶月服統制吊以上の交換においては

I3//W回練:EABCXXX…...I]軌･･-･般加入者

EABC‖‖
….手動吊

FABO
…手動または白

局の中継台呼び

ただしEほ発呼加入者クラスで

加入一者はE=1である｡

0′′′`G,トノ/C同税:CXXX‖….Il動一般加入者

C....
‥‥手動局

0………….‖手動または自動局の台呼び

特番:10Ⅹ,11Ⅹ,01Ⅹ

である｡

2.2 中 継 方 式

札幌における中継交換系統図を第l図に,札幌の中継方式を弟2

図に示すnl一にl鉄の基準では,0′/G,Ⅰ′/Cは1区間の呼のみを運び.

B/Wは0′/G,Ⅰ/Cのあふれ呼と,中継呼を運ぶことになっている｡
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第1表 札 幌 総 括 J‖1 番

EABCXXX,CXXX j

C

O

CXXX

260

5BCXXX

5BC

500

310

EABCXXX,CXXX

EABC C

EAB O O

E212ⅩXX

E213ⅩⅩⅩ(B./Wより)

E210

E214

E215

E216

E217

E218

E2128ⅩⅩ

E2129ⅩⅩ

E220

EABCXXX

EABC

EABO

EABCXXX

EABC

EABO

E260

EABCXXX

EABC

EAB O

E310

』

日立評論別冊第39号

28ⅩⅩ

29ⅩⅩ

EABCXXX,CXXX

EABC C

EAB O O

CXXX

C

O

EABCXXX,

EABC

EAB O

CXXX

C

O

原則:直通呼CXXX(0/G,Ⅰ/C),直通呼のあふれEABCXXX(B/W),rll淋呼(EABCXXX)

注:1.旭川はSXSのため旭川からはEがこない｡

2.Eは電話加入者として"1"をとる｡

3.函館旭川着信に対してほ4W B/WもCXXXまたは0を送欄する〇
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第2図 中 継 プア 式

巾継方式l利こおいて,トランク,レビータ瑛につき説明すると,ト

ランクリンクフレーム入側に収容されているトラソクレピータ炸は

次の3種類である｡

(1)入トランク(ICT)

市内交換機からトールダイヤルで市外繰に吊るために,加入

または扱者の0ダイヤルにより木交換機にほいってくるトランク

で2線式である｡

(2)帯域外周波ダイヤル両方向4線レビータ(4WODB′･･■

WREP)
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月形局は自発で着信

は札幌台■中継とす｡

旭川へは
EABCXXXは

送出しない｡

芸冨慧‡自発
台中継

台車淋

台中継

中即

台中継 中待

対東京,函館,旭川 4線式

(3)CXダイヤル入レビータ(2WCxI/CREP)

対旭川 2線式

トラソタリンクフレーム｢l棚付こ収容されるものは次の5瞳煩であ

るっ

(1)州トランク(OGT)

本交換機から市内交換機に着信するためのトランクで,中継台

呼びまたは特番呼も同一トランクを使用し,レジスタセソダから

の送出数字制御により区:別され,2線式である｡
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(2)帯域外周披ダイヤルi[Jイjj向レビータ(4WODB;'WREP)

人側に収容されているものと同一｡

(3)帯域外周披ダイヤル山レビータ(4WODO′′GREP)

対東京,函館

これは4線式であるが,札幌一東京,札幌一面離間のみの呼を扱

うので,4線中継を行うことほなく,したがってトランクリンク

フレームには2線式で収容される｡

(4)CXダイヤル出レビータ(2WCXO/GREP)

対旭川 2線式

(5)リングダウン両方向4線レビータ(4WRDB/WREP)

両方向であるが,着信はかならず中継f†肴†ことなるので,トラ

ンクリンクフレーム入側には収容されず,廿仙･このふ1甘拝されて

発信に関してほ4轟糾1継も■l-†能である｡

本交換機に収拝されている搬 レビータのハイブリ ッドコイル

は,搬送側にはなく,すべて交換機内4線レビータにあり,4純から

2線におよび2線から4線に接続する場合は,かならず4緯レビー

タにおいてハイブリッドコイルがそう入される｡4緑レビータでハ

イブリッドコイルをそう人するかしないかは,マーカよりの指′】ミに

よる｡また4線レビータにほ,かならず4dBの減衰器がはいって

いるので,4縦-4線中継の時はⅢ入レビータで各4dBずつ計8dB

の減衰が与えられ,2線-4緑,4霧ト2線の時には4dBの減衰器

とハイブリッドコイルの4dBの減衰とにより同じく計8dBの減

衰が与えられるため,いわゆる0【8中継が行われる｡.2純一2縦の

中継の場合にはもちろん減衰は与えられない｡

2.3 クロスバ方式の市外交換における有利性

今回国鉄が全 加入者トールダイヤルを失施するにあたり,交換

点にクロスバ方式が全面的に採用されることになったど)4線交換せ

実施するためにはクロスバ方式によらざるをえないわけであるが,

そのほかクロスバ方 が市外変換用として特にすぐれている点なあ

げてみると,まず中継線能率のれI二が考えらJLる.共通制御式クロ

スバのもつ蓄積 換機能により,う回叶一継が=√能であり,また了l膵け

川路が中継線を選択する に,大群選別せ行うので非常に小継線能

率が良くなる｡次にクロスバ方式は,動作安定度が高くかつ長寿命

である｡これは,主要構成部品であるワイヤスプリングリレーが,

完全独立の貴金属双子接点のため接点接触:不良が きにくく,装置

として高信煩度のものが容易に得られるからである｡また寿命も40

作間無 故を目

いては,従

とすることが可能になっている｡.さらに雅賓につ

のA形が一30～

し,クロスバ方式でほ-55-､

50dB,Ii形が-20､-35dBに対

60dBという良好なデータが発

れている｡これほ,クロスバ方式では, 謂『糾こA形,H形のよう

な摺動部分がなく,貴金屑接点を有するクロスバスイッチを使用し,

トランクレビータ 岬 〓･ブスJ､イワーもに.い捌
･川{

ングリレー接点を

使用し,かつ1rll路上通庸紳l路の平衡化が計られていることによるも

のである.｢

3.動 作 概 要

弟3図の接続系統剛こよって,山中継,タンデム←1二1継,入申離接

続および特番呼接続について説明する｡

3.1出 中継接続

山中継接続とは,■心内加入

の接続をいう｡

→ICT→0/GREPまたほB-WREP

加入者が0ダイヤルを行うと,一次セレクタ0レベルに収容され

ているICTを捕捉し,ICTは捕捉されるとただちにRSLCONTを

起動して,RSLを介してRSに接続される｡この時ICTからRSに

入線クラス(トランククラス)情報が転送さ]t,RSLからRSに受

信信号形式情報LPl(ループダイヤルで起動完了信号なし)と,ICT

45

良二密

ICTpナOGT (坤寺殊番号撲㈲,

情報トランク接㈲三〕

ICT→0/GREP 〔=･ll継抜糸い

ICT→B/WREP (川IL]継接糸′■L三〕

第3図 措
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Ⅰ/CREP→OGT(入ril継按凝)

B/WREPp-OGT(人■l]継接続)

B/WREP-･ti/WREP

(タソデム小継接紋:)

概 要

が収容されているトランクリンクフレーム番-ぢ一が転送されるっ続い

て加入者がABCXXXのダイヤルを行うと,これがRSで計数蓄

積され,局番すなわちABCまで受信完1すると,ただちにRSほ

RSMCを介してMKRを起動L,MKRに接続される｡RSから

MKRにABC数字と入線クラス情報およびICTのトラソクリンク

フレーム番号が転送される｡MKRは起動されるとTLRを捕捉し

て,ABC3数字を送L)込む｡,TLRはこれをほん訳し,行先ルート

番片と,RSが受信すべき数字数に変換して,MKRに送り返す｡

MKRは行先ルート番一別こLたがって,出力路せ決定し,才一l_‡縦0/

GREPまたほB/WREPの空試験を行ったのち,窄き用挽の収腎さ

れているTBCを捕捉し,‖線の決定を行う｡r--;jf MKRは 動

ICTの収押されているTlノFを捕址し,TIJFのクロスバスイッチを

動作させて,起動ICTと決定捕捉したJ11線レビータとを接続する｡

さらにMKRほRSに対Lて,受信すべき数サ数m幸艮と送川パルス

形式の情報を転還したのち視1∩する.‥,RSはMKRよi)･受信した送

川/くルス情報にしたがって,パルス送=を開始し,受 すべき数字数

一｣1■f袖にしたがってパ′しス受信を終了する｡送才一1トミルス帖報は,目方

終によってMKR内で 定されるものである｡RSのパルス受信が

終了してから,パルス送f一軒が終了しRSが復旧するまでの間,RS

から発呼加入者に対し,800サイクル連続準晋の待期音(接続中音)

が返送される｡MKR 視力

､
､

程過
｣ヘノ

行 もし0//GREP

が全静-11ならば,B′/ノ′wREPにう川し,それも全話小の場合には,

第1,続いて第2う川ルpトのB/WREPを選択する｡う[Lj7ルート

まで金言=｣の場合にほCAG(callagain)情報をRSに送って復1｢1

する.二､CAG情報を受信したRSは,ABCXXXの全数字を受信

したのち,もう一度マーカを 勤して接続を.試みる｡これは残りの

ⅩⅩⅩの3数字受信｢時間F巨に=縦が空くことを期待するものであ

り,CAGによってもさらに仝謂r~いの場合には,MKR,RSともに復

IHしてICTから加入者に話中吾が返送される｡また州側B/WREP

が4線式の場合にほ,ハイブリッドコイルをそう入する惜

から REPに られる｡

がMKR

3.2 タンデム中継接続

タンデム中継接続とは,TLFの人側に収容されているB/WREP

と出側に収容されているB//WREPとの接続をいう｡

動作は前項汁仲継接続とほとんど同一であるが,異なる点は

B/WREPより EABCXXXが入るため,RSのMKR起動は

EABCの4数字 動となること,MKRの出線選択動作過程でう

回の条件が異なること,0/′GREPを摘採しないことなどである｡

また2W-4Wの時は州側B/WREPに,4W-2Wの時は入側

B/WREPに,それぞれハイブリッドコイルをそう入する情報が送
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◎大給措局

◎ 総括局

○ 準総括局

第4図 総括局および準総括局のう阿平面

られる｡2W-2Wおよぴ4Wp4Wの時はハイブリッドコイルほそ

う入されない｡

3.3 人中継接続

入中継接続とは,I/CREPまたほB//WREPからOGTへの経路

により,他局から市内加入者に 信する場合の接続をいう｡

動作は前項のタンデム中継接続とほとんど同一であるが,Ⅲ線と

しては必ずOGTを捕捉する｡OGTは市内交換機の入セレクタに

収容されており,MKRにより直接1-ASEL の起動が行われ,市

内加入者番号CXXXが送現される｡ただし中継台着信の場合には

0が送出される｡

3.4 特番呼接続

特番呼接続とは,市内加入者の01ⅩダイヤルによるICT→OGT→

I/C SEL→特番台の接続をいう｡

0ダイヤルにより,ICTよりRSに接続され,続く1Ⅹダイヤル

によりMKRが起動され,OGTに接続され,送才一1トミルス1Ⅹによ

り特番台へ接続される｡

4.う回について

委員会において 鉄のう川←卜継につき穐 され,■~F言己のとお

り原則が決定された｡

(1)総括局および準総括局相互のう阿

(a)同一平面内の局相互のう阿は最大1中継までとする｡

(b)異平面上の局相互のう｢軋は同一平面を2度通過しない｡

(c)異平面に属する局相互を結ぶ中継線を通過するときは,

両端においてそれぞれ発着信とみなす｡-､

ここで平面とは策4図に示すう回平面(A,B,C,D)をいい,

東京はA,B,Cのう回乎1帥こ,大阪はC,Dの2う回竹節こま

たがるものとする｡

(2)統制局相互のう阿

(a)同一統制u平面内の相互のう仙よ最大1･11離までとする｡

(b)異平面(統制J.古平面)上の局相互のう川は,同一下面を

2度通過しない｡

(c)異平面に属する局相互を結ぶ中継線を通過するときは,

両端においてそれぞれ発着信とみなす｡

ここで平面とは第5図に示すう回平面(al,a2,bl,b2,b3,

Cl,C2,dl,d2,d3)をいい,

al,a2平面はA平面に所属する｡

bl,b2,b3平面はB平面に所属する｡

Cl,C2平面はC平面に所属する｡

dl,d2,d3平面はD平面に所属する｡

総括局および統制局は2以上のう匝l平面にまたがるものとする｡

(3)端局相互間のう回

端局相互間のう阿は所属する統制局を経由して1何だけ行う｡
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暫小面刹回線

ト1一紙制局

同一様相た1

統制局の う 回平面

函館

第6岡 札幌地域におけるう阿

東京

(4)端J.1よi)他地l女二および他地域への発信は,所脱する統制局

の発信と▲みなす｡

(5)特定番り(9)を使用する斜回線はう回を行わない｡

以上のとおりである｡国鉄におけるう何の原則仁 ㌦

J
′
りその祉公電

と異なり,り再扱綿の能率向上はもちろんであるが,事故などによる

異常なトラフィックの変動を処刑するのが[l的で,中継繰数のj引†l

にはう阿の要素ほほいっていない｡

今回札幌地域で行われるう怖且

札幌→東京を 札幌→函館→

札幌→宅蘭を 札幌→函餅→宅

弟る図に示すように

およびこの道

函鮒→東京を+函館→札幌→東京 およびこの連

などである｣

5.フレーム構成

TLF ほ第7図に示すように,1次スイッチ(クロスバスイッチ

4個),2次スイッチ(クロスバスイッチ4個または8個)からな

る2段接続2線4線混合フレームで,10フレームまで増設が可能で

ある｡トランクリンクA架は,1次スイッチ4個と2次基本スイッ

チ4個,計8個を搭載し,2縦換算で入側ほ64I口I線,=側は全フレ

ーム複式で320回繍逐で収得できる｡トランクリンクB架は増設2

次スイッチ措 用の架であり,増設により山側は720回線までに増

加することが~liJ能である｡川側のトランクレビータ収容は,リソク

ブロックを考慮して,今回は弟8図のように収容した｡本フレーム

に収拝される旧線数とその運びうる呼量との関係は,リソクブロッ

クを考慮したヤコピウスの式より算mされる｡1次スイッチの一つ

のスイッチには,全2繰の場合‡6回線,全4線の場合8回線の入線

が収容できるが,第9～12図に,一例として,スイッチ当り10同線
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第8図 トランクリンクフレーム出線収容図

収容した場合の,リンクブロック率1/100の,出線数と呼量の,関

係を示す｡また舞】3図に入側の2線4繰の比率と,人側スイッチ当

り収容回線数を示す｡策13図(b)ほ,1次2スイッチに増設スイ

ッチを付加した場合であるが,これは4線式が多い場合有利になる

方法である｡

る.主要レビータの機能概要

d.1監視および選択信号方式

信号方式には,第】4図に示す3畦類のほかに,描城外榔紬こよ

るリングダウン回線である｡

d･2 4WOD8/WR亡P(AXD-38R押)

本レビータはOD(OutbandDialPluse)方式2線4線混合両方

W
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第12図 山線数と運ぶ呼量(その4)
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1ムJレビータであり,主盟機能ほ次のとおりである.〕

d.2.1入 中継接続

(1)起動信号受信により,ただちにRSを起動｡

(2)前位局レビータに起動完了信号(受信準備完了信号)受信

の機能ある場合(ⅩB局),RSより約50ms以上の

号を送朋,前位局パルス ‖開始

動
J__■′

ノ亡丁信

(3)MKRに対し話中表示

(4)RSより後位局にパルス送出,発呼老に接続中音返送｡

(5)被呼者応答により前位局に応答信号送出｡

(6)発呼側先に切断すれば,切断信号を受信し後位局を切断し

て復旧する｡本レビータが復1日完了するまで,前位局に応答信号

送出し切りとして前位局のメークビジーを行う｡

(7)被呼側先に終話すれば,終詣信号を前肛櫛こ送り,続いて

発呼側が切断すれば,切断信号を受信し,後位 を切断して復旧

する｡このとき切断信号受信後20msまたは300ms以内に前

f利こ復旧完了信号を送出し,本レビータが復旧完了するまで前位

局のメークビジーを行う｡

(8)交換機障害またほ中継線会議中の場合にほ,本レビータで

ロックアウトし,話中音とともにリオーダ信号を前位局に選朝す

る｡
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3回線以上の同時着信によりこれを

識別してロックアウト状態とする｡搬

りを防止するために,10秒ごとまたほ

放を行う｡

(10)山側レビータが2線

側片線断の場合のもち切

動で,ロックアウトの閃

の場合砿は,MKRの指ホによりハ

イブリッドコイルを経て2線式でTLFにはいる｡

る･2･2 出中継接続

(1)MKRより捕捉され,ただちに相手局を起動する｡

(2)相手局に起動完了信号送出機能のある場合(ⅩB局)はこ

れを受信し,RSよりパルス送出が行われる｡)

(3)被呼老応答により,応答信号受信し,入レビータへ転

る｡

す

(4)発呼者先に切断すれば,後位局へ切断信弓･送批

(5)被呼老先に終諸により終話信甘受信,続いて発呼老切断に

より,後位局へ切断信号を送出する｡切断信号送出後後位局の復

旧完了信刃▲終了により復l日する｡

(6)復旧完了信号有効な場合は,復旧完了信号受信後100ms

以内に着信可能となり,100ms以上発信を阻止する｡

(7)復旧完了信号を受信できぬ場合には500ms以内に着信~‖J

能となり,500ms以上発信を阻止する｡

(8)入側レビータが2線式の場合には,MKRの指示によりハ

イブリッドコイルをそう入して2線から4鰍こ上る｡

d･3 4WRDB/ノ′wR【P(ÅX仙･dREP)

る.3.1人中継接続

この場合は必ず無紐中継台に着信する｡

(1)前位局の呼日伝一別こより,【･い継台のラインランプ,パイロ

ットランプ点火,発信側に呼=古･送才一1ける｡

(2)扱者応偏によりラインファインダ担l路を経由し接続山路に

接続されるし.

(3)終謂信号,一酔乎信り･を送Hける｡

d.3.2 出 中継接続

(1)MKRより捕捉され,後位J.~.与へ呼汁1信り･送目上｡

(2)人トランクまたはレビータに応答表示を兼ねて辿転した電

流供給を子~｣二い,発呼側トレーンを保持する｡

(3)発呼一#切断で復l口し,終話信ぢ･を送けける｡

(4)発呼者のフッキングにエリ西呼信号を送出する｡

7.新回路方式について

7.1 2線4線混合交換方式

2練4線混合方式における2線4線切換方法は,リレー切換えに

よることも,ブレーク接点を有するクロスバスイッチによるスイッ

チ切換えをこよることも可能であるが,本交換放でほクロスバスイッ

チEA-81を特に新設計Lてスイッチ切換えによることとした｡弟

15図ほその原理を示すものであり,4線交換の一例として1次スイ

ッチの水平路2の4株式入レビータと,2次スイッチの水平路2の

4線式出レビータを接続する場合は,1次スイッチの交叉点(0,

2)と2次スイッチの交叉点(0,2)を閉じると,4株式入レビ

ータ1次スイッチ交叉点(0,2)-1次スイッチ交叉点(0,0)

または(0,1)のブレーク接点一図示のチャンネルー2次スイッチ

交ぇ`∴HO,0)または(0,1)のブレーク接点-2次スイッチ交叉

点(0,2) 4株式レビータの通路が完成し両装置の接続が完結す

る｡.この場合には切換レベル0および1ともに交叉点を作らない｡

2線交換の一例として1次スイッチ水平路9のAサイドの2線式レ

ビータと2次スイッチの水平路9のBサイドの2線式山レビータと

を接続する場合は,1次スイッチのAサイド対応交叉点(0,0)と

レビータ対応の交叉点(0,9)を閉じ 2次スイッチではBサイド
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対応の交叉点(0,1)とレビータ対応の交叉ノ∴HO,9)を閉じれほ

2線式入レビータ1次スイッチ交又点(0,9)-1次スイッチ交叉

止(0,1)のブレーク接ノ､こし--チャンネルのA,B,C線-2次スイッ

チ交叉点(0,1)のメーク接点--2次スイッチ交叉点(0,9)-2

線式山レビータの通路が完成し2線交換が行われる｡

2線4線混合方式における4繰式レビータの通話回躇は舞1る図

のようになっている｡図において,4W-2W交換の時は入側4縦レ

ビータの2Wリt/-が,RSL,RS,RSMCを経由LてMKRから動

作させられ,ハイブリッドコイルがそう入される｡また2W-4W交

換の時は,｢H側4線レビータの2Wリレーが,tC(トランクコネク

タ)接点,TBCを経由してMKRから動作させられ, にハイ

ブリッドコイルがそう入される｡国鉄のレビータにおいては,接続

完了後の加入者フッキングをイン/くルス中継することが必要条件iこ

なっているので,信号フィ式が多桂温在するときは‖側レビータでイ

ンパルス中継を行わせることが回路上有利である｡このことを考え

合わせて弟8図のごとき回路構成とした｡2線4線混合

方式によらない場合には,仝4線交換を行うか,2線フ

レームと4線フレームを分離しなければならないが,ハ

イブリッドコイルの数が少なく,Lかも制御系が簡明な

点において,2線4線混合方式が最も経済的と思われる｡

特に2線交換が多く,′ト規模の4線交換を行いたいとい

う場合にはきわめて有利となり,!司鉄の総括局,統制

局程度の小規模な中継線交換には最も適しているといえ

るであろう｡

7.2 両方向回線における起動完了信号受信方式

周知のように両方向回線においてほ,衝突の機会を滅

小させるために,MKRがB/WREPを捕捉Lた場合に

はただちに後位局に起動信号を送り,相手局B,/WREP

をすみやかに閉塞しなければならない｡Lかし起動信一ぢ▲

を送ると,相手局のレジスタ捕捉により起動完了信号が

返送される｡これをRSが受信しなければならないが,

その時にTLFの接続が完了していないとRSで受信し

そこなう可能性がある｡本交換機では,(u側B/′wREP→

TBC→MKR→RSMC→RSの経路でベイリソクを形成さ
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第17図 クロス/ミl-【-i外交換機からA形市内交換機への着信方式
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せ,起動完了信号がすみやかに返送されても,RSがこれを/ミイリン

クとTLFの通話路のいずれからも確実に受信しうるよう考慮した｡

7.3 クロスバ市外交換轢からÅ形市内交換概への着信方式

本交換機からA形市内交換機に着信する場合には,OGTを捕捉し

て市内1rAセレクタにほいるが,MKRがOGTを捕捉してTLF

の接続を完了したのち,MKRは第17図のように人側からTLF,

OGTを経由して直接1-ASELのAリL/-を動作させ市内交換機の

フ
レ
ー
ム
人
側
へ

フ
レ
ー
ム
岩
渕
へ

C線地気により TLFの川側保持を行うこととした｡このことによ

り,OGTには通話監視リレーが不要となり非常に経済化された｡

また人側ICT にも通話監視リレーはそう入されていないので,特

に市内交頗機から本交換機を経由してふたたび市内交換機へ着信す

るような接続の場合にほ,本交換機では通話線は完全に直通となり,

通荊減衰昔,維吉,ろう話などの面できわめて

っている｡

秀な凹路構成とな
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第18｢受1構成装i罠 の
一

部(.その1)

7･4 4線回線に対する割込通話回路

本交換機でほ通話中の4線式レビーダに割り込む場r†,4縦

子機器特集号

ビータの通話線に必ずそう入されている 4dBの減衰器を利用し,

減衰器の▲･部を割込通話同路に7~鞘菓することによF),被tl;り込何線に

対し,通話減衰量,回路インピーーダンスに影響を与えることなしに

割込ム通話が行いうるようになっている｡

8.構成装置について

8.1架 構 成

應交換機を構成する各梨の品名,数一量,構造､J･法ほ弟2表にホす

とおりである｡また弟18図および舞け図ほ構成装聞の一部をホす

ニケ真である｡

8.2 諸 性 能

電 源 電 圧

加 入 者 繰

ろうえい抵抗

通話減衰量

ろう話減衰量

【48V

AC

ー48土5V

lOO二十_4V

最大1,500n

最低 20kr之

1dB l,000c.■s

75dB l,000cノS

インピーダンス不平衡量 30dB l,000cノ■s

センダ送汁lパルス

10Pの場合

20Pの

10±0.5i/′′s 33±3%

ミニマムポーズ 600ms以上

20±2i′･′′s5帖5%

ミニマムポーズ 300ms以__ヒ

MF信号受信送出とも可能

(ただしMF受信者旨,発振岩削ま将

9.結

実装)

以上概要と特長について述べたが,札幌鉄道管理ん.ユ納RX-8形ク
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第19図 構成 装置 の
一

都(その2)

第2表 架 構 成

架 品 名

3.

4.!

5.

6.･

∴!

8.■

9.l

AXTrlTLFA

AXT-1TDF

AXTp2TDF

AXT-1CONNF

AXT-2CONNF

AXT-1MKRF

AXTpITLRF

AXTrlRSLF

AXT-1RSF

AXT-1REPF

AXT-1TRKF

AXTA2TRKF

10.. AXTrlMTFA

AXT-2MTFB

ll. AXTpIMISCF

日本語名称

トラソタリ ンクA架

トランク配線盤(1)架

トランク配線盤(2)架
コ ネ ク タ(1)架
コ ネ ク タ(2)架
マ

ー

カ 架

ト ラ ンス レ ー タ 架

レジスターセソグリンク架

レジスタ セ ソ ダ梨

レ ビ ー

ト ラ ソ

ト ラ ン

集 中 試

集 中 試

付 帯 装

ク 梨

ク(1)架

ク(2〕架

換 A 架

険 B 架

置 架

構造寸法(mm〕

2,735×956×265

2,735×660×265

2,735×660×265

2,735×558×265

2,735×956×265

2[2,735×766×265

1L2,735×956×265

3 2,735×956×265

4:2,735×851×265

2;2,735×851×265

1!2,735×85Ⅰ×265
1;2,735×851×265

1･2,735×956×265

212,735×660×265

1l2,735×766×265

ロスバ自動交摸機ほ,わが国で初めての全国加入者トールダイヤル

を実施する関係上,開局後の運用成績についてほ,特に関係方面の

注目と期待がよせられている｡かかる大規模な通信網においては,

特に有線無線の高度の総合技術が要求されるものであって,今後と

も無線搬 部PLjと提携して大いに1 話回線網の充実につくした

いと考えている｡また2線4線混合方式については,さらに慎重な

検討を加え,ますますその特長を発揮させてゆく所存である｡

終りにのぞみ, 計および工事に絶大なご援助をいただいた国鉄

本社.来通信課長および関係各位,札幌鉄道管理局山本氏,松島氏,

ヒ氏ほか関係各位および口立

の意を する次第である｡

作所関係各位に対して,厚く感謝
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